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実習報告（基盤教育実習） 
 
高等学校数学科における数学を活用するよさを感じる授業に関する実践的研究 
～単元に位置付ける授業の開発～ 
 
樋渡 理紗子 （授業実践探究コース） 
 
1.探究実習のテーマと設定の理由 
大学院 2 年間を通した研究テーマは「高等学校数学科における数学を活用するよさを感じる授業に
関する実践的研究～単元に位置付ける授業の開発～」である。「算数・数学ワーキンググループにお
ける審議のとりまとめ」によると，高等学校では，「数学の学習に対する意欲が高くないこと」や
「事象を式で数学的に表現したり論理的に説明したりすること」が課題であると述べられている。そ
の中で，「数学の学習に対する意欲が高くないこと」は，数学のよさや有用性が分からないことにも
原因があるのではないかと考えている。また，国際数学・理科教育動向調査(TIMSS2015)の質問紙調
査の結果を見ると，「数学を勉強すると，日常生活に役立つ」，「将来，自分が望む仕事につくため
に，数学で良い成績をとる必要がある」という質問に対して肯定的な回答の割合が増加し，国際平均
との差は縮まってきているが，国際平均よりもそれぞれ 10 ポイント，16 ポイントも下回っている。 
現行指導要領において高等学校の数学科における目標は，「数学的活動を通して，数学における基
本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深め，事象を数学的に考察し表現する能力を高め，創造性
の基礎を培うとともに，数学のよさを認識し，それらを積極的に活用して数学的論拠に基づいて判断
する態度を育てる。」となっている。また，「『数学のよさ』とは，数学的な見方や考え方のよさ以外
に，数学の概念や原理・法則のよさ，数学的な表現や処理の仕方のよさを含み，さらに高等学校で
は，数学の実用性や汎用性などの数学の特長，数学的活動や思索することの楽しさなども含んだもの
である。」とある。この数学を活用するよさを感じる授業開発・教材開発に取り組みたいと考える。 
この 2 年間を通したテーマを受けて，基盤教育実習では，「数学を活用するよさを感じる授業実践
の検討」というテーマを設定した。生徒が数学に対してどのように考えているかを実態把握し，よさ
を感じる授業を考えたい。また，そのために教材研究を十分に行い，授業実践をしたいと考える。 
2.探究実習の研究目標 
1.実態把握をする(生徒の数学に対する意識の把握を含む) 
2.数学を活用するよさを感じる教材の開発 
3.授業実践を積む 
3.探究実習の概要 
今回の実習での担当学年は 2 年生であった。2 年生の文系クラスにおいて全部で 12 時間授業実践
を行った。授業実践のほかにも他学年の数学の先生の授業を参観した。また，文化祭や体育祭の準
備，本番を通して生徒との人間関係作りに努め，朝の HR や帰りの HR では生徒に連絡や話をした。 
授業実践の中で，1 時間だけ研究授業を行い，自身の研究に絡めた授業をした。研究授業では，メ
ンターや大学指導教員のほかにも他学年の数学の先生や院生も参加し，研究テーマを含めた授業に関
する議論をした。 
4.探究実習の成果と課題 
◎成果 
１．生徒の実態把握 
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授業を担当したクラスは，文系ではあるが数学に対する強い苦手意識はないように感じ，授業中
も先取りして問題を解いている生徒が多くいた。だが，数列やベクトルなど分野によっては苦手意
識を持っているところもあるように感じた。そういった分野でも，勉強法を工夫したりしようと積
極的に数学に取り組む姿を見ることができた。 
２．授業実践 
初めて授業を行ったときは生徒の前に立つだけで緊張し，心に余裕がなく授業をこなすことで精
一杯であった。毎回の実習で授業を行うことにより，緊張が弱まり少し余裕をもって授業をするこ
とができるようになり，授業中に生徒の様子がしっかりと見られるようになった。 
３．研究との関連 
「数学のよさ」のうち「数学的な表現」に注目した。今実習では，「ハノイの塔」というゲームを
教材とし研究授業を行った。授業内で，生徒たちに実際に作業・実験をさせ，その中で規則性を見
つけ一般化させた。「高校数学の授業で作業・実験をすることが初めてであり，楽しかった」「数学
を頑張ろうと思った」「ほかにも数学が使われている身の回りのものを探してみたい」という様々な
声が上がった。また，「数学に対して苦手意識を持つのではなく，積極的になってみようと思った。」
などの声も上がった。ゲームを導入に持ってきたり，生徒たちに実際に作業をさせたりすることに
よって数学に対する意識を変えることができることが実感できた。 
◎課題 
１．授業実践 
授業実践を通して 2 つのことについて述べる。1 つ目は，授業の流れ・雰囲気である。生徒が教
員の説明を聞き，理解し納得できるような間の取り方を改善する必要がある。また，教員の問いか
けに対し，生徒が考えることができる時間を十分に取りたい。2 つ目に，机間指導である。授業を
進めなければならないと思い，ただ生徒のノートを見るだけになっているときもあった。生徒の考
えた過程をしっかりと見ることができるようにしたい。また，机間指導をする中で，どこで多くの
生徒が躓いているのか，どのような間違いをしているのかを見極めるようにしたい。 
２．研究との関連 
今回行った研究授業では，教材の工夫，生徒の活動の 2 つに重点を置き授業を考えた。それぞれ
の視点から課題を述べる。1 つ目に，教材についてである。実習校のように受験を見据えた高校数
学の授業では，進度の関係もあり，毎時間興味を引くための教材研究に時間を掛けることは厳しい
現状である。今後，教科書を進めていくうえで興味を引くような教材をどのように授業に取り入れ
ていくかを考える必要がある。また，今回のように興味を引くような教材例が探せていない分野に
おいて，どのように教材を工夫するかを考える必要がある。 
2 つ目に，生徒の活動についてである。今回生徒は作業・実験を進めていくうえで，様々な考え
や意見を持っていた。だが，全体で考えを共有する時間もあまりとらず，誘導的に授業を進めてし
まった。グループ活動を入れたりすることで，生徒同士が考えを出し合い共有する時間を作るとも
っと生徒の意見や考えを引き出すことができたであろう。 
最後に授業全体についてである。授業の前半は生徒たちが作業・実験をしていたので，生徒たち
は授業についてきていたが，一般化させるとき，あまり段階を踏まず淡々と授業を進めてしまった。
また，説明をした後あまり間をとることが出来ず，生徒が理解し納得する時間がなかった。生徒が
説明を聞き理解し納得できるような間の取り方をする必要がある。また，生徒の発想を引き出すこ
とができるようなワークシートやパワーポイントの作り方を考えていきたい。 
